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２ ＥＳＤの背景（なぜ今、ＥＳＤなのか①） ＜１＞

「こども環境白書２０１５」（環境省）より
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２ ＥＳＤの背景（なぜ今、ＥＳＤなのか①） ＜２＞

地球規模での
環境の変化、
深刻な問題
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ＥＳＤを通じた地球規模の問題の解決

教え込みの教育を続けても、解決はできない

▷自分の問題としてとらえる
▷多様な観点から見る・考える ⇒価値観・行動の変容
▷身近なところから取り組む
▷様々な人と力を合わせる

⇒子どもたちに、これらの能力・態度を身につけさせること
⇒ＥＳＤとＥＳＤによる子供達の学びを多くの人たちに伝え、
変容を促すこと

２ ＥＳＤの背景（なぜ今、ＥＳＤなのか①） ＜３＞

環境・貧困・人権・平和・開発・・・
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Ⅰ）韓国、アメリカ、英国、スウェーデン、ドイツ、フラ
ンス、日本の７か国の１３～２９才の男女１，０００人
を対象とした意識調査（２０１４年『子ども・若者白書』）

Q 自分の将来に明るい希望を持っているか？
A 希望がある・どちらかといえば希望がある

⇒日本は６１．６％

Q 自分の参加で社会現象が少しでも変えられると思うか？
A 変えられるかもしれない⇒日本は３０．２％

その他・・・
「自分自身に満足している」との回答⇒
「自分には長所がある」との回答⇒

２ ＥＳＤの背景（なぜ今、ＥＳＤなのか②） ＜４＞

最下位

最下位

最下位
最下位
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＜日本の若者のこのような姿＞

○ 自分に自信が持てない
○ 行動力に欠ける
○ 将来について悲観的
○ 対人関係に苦手意識
○ 傷つくことを恐れ自己表現しない
○ 体験の欠如
○ 社会や家庭における対話の不在
○ 感性・感覚、イメージ力の劣化

『持続可能性の教育』（教育出版）より

静かなる心の崩壊

仲間とともに
学ぶ喜び

自己の潜在能
力を表出する
快感

２ ＥＳＤの背景（なぜ今、ＥＳＤなのか②） ＜５＞
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Ⅱ）「米国の総雇用者の仕事のうち、４７％が１０～２０
年後には機械によって代わられる」

（オックスフォード大学マイケル・オズボーン准教授）

「ＡＩの急激な発達により、現在日常で行われている仕事
のほどんどをロボットが行うというもので、近い将来、
10人中9人は今とは違う仕事をしているだろう」

（元Google CEO ラリー・ペイジ氏）

＜２０２０年「なくなる仕事」＞ ＊機械や外国（人）に取って代わられる
電車の運転士・車掌 レジ係 通訳 速記・ワープロ入力 プログラマー
新聞配達員 郵便配達員 レンタルビデオ ガソリンスタンド 高速道路の
料金徴収 卸業者 小規模農家・兼業農家 大手電力会社 自然エネルギー
関連 参議院議員 専業主婦 日本人の取締役 中間管理職 受付・案内業
務 一般事務・秘書 オペレーター・コールセンター 訪問型営業 金型職
人 倉庫作業員 工場労働者 コピー・FAX・プリンター関連 証券・不動
産ブローカー ヘッジファンドマネージャー 証券アナリスト・FP 生保レ

ディ 教員 交番の警察官 （『現代ビジネス』より）

２ ＥＳＤの背景（なぜ今、ＥＳＤなのか③） ＜６＞
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子どもたちには、どんな「将来」が待っているのか？

１ 厳しい就職、ＡＩとの共存、今とは違う仕事
「やり方」を覚えれば仕事を続けられる時代ではなくなる

２ グローバルな労働市場
自分のとなりには外国人の同僚がいる（違う生活・価値観）

３ 多文化共生
４ 気候変動、不安定な世界、格差の拡大

VUCA（変動性・不確実性・複雑性・曖昧性）の時代
⇒先が見通しにくい時代に

２ ＥＳＤの背景（なぜ今、ＥＳＤなのか③） ＜７＞

将来の世代のことも考えつつ現在の世代の欲求
を満足させるような開発が続けられない

⇒持続不可能な時代に
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「困難な世界の課題を自らの問題とし
てとらえ、さまざまな人々と力を合わ
せて解決し、より良い未来を切り拓こ
うと行動するたくましい子ども」

を育てたい

＜生きる力＞
◯ 思考力、判断力、表現力
◯ 豊かな人間性
◯ 健康や体力

持続可能な
社会づくり
の担い手

２ ＥＳＤの背景（だから今、ＥＳＤ） ＜８＞

地球規模の問題の解決
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『小学校学習指導要領（平成２７年３月改正）』「総則」

道徳教育を進めるに当たっては，人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を
家庭，学校，その他社会における具体的な生活の中に生かし，豊かな心をもち，
伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛し，個性豊かな文
化の創造を図るとともに，平和で民主的な国家及び社会の形成者として，公共
の精神を尊び，社会及び国家の発展に努め，他国を尊重し，国際社会の平和と
発展や環境の保全に貢献し未来を拓く主体性のある日本人の育成に資すること
となるよう特に留意しなければならない。

２ ＥＳＤの背景（だから今、ＥＳＤ） ＜９＞

『学習指導要領』にも「持続可能な社会づくりの観点」が
盛り込まれている

現行『中学校学習指導要領』
社会 地理的分野
（略）持続可能な社会の構築のためには地域における環境保全の取組が大切
であることなどについて考える。

社会 公民的分野
持続可能な社会を形成するという観点から、私たちがより良い社会を築

いていくために解決すべき課題を探究させ、自分の考えをまとめさせる。
理科 第１分野及び第２分野

自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察し、持
続可能な社会を作ることが重要であることを認識すること。
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初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）
～中央教育審議会（平成２６年１１月２０日）～

…新しい時代に必要となる資質・能力の育成に関連して、…ユネスコが提唱する持続可能
な開発のための教育（ＥＳＤ）などの取組が実施されています。これらの取組に共通して
いるのは、…自ら課題を発見し、その解決に向けて主体的・協働的に探究し、学びの成果
等を表現し、さらに実践に生かしていけるようにすることが重要であるという視点です。

２ ＥＳＤの背景（だから今、ＥＳＤ） ＜１０＞

中央教育審議会等の諮問や答申にも盛り込まれている

これからの次代に求められる資質・能力と、それを培う教育、
教師の在り方について

～教育再生実行会議第７次提言（平成２７年５月１４日）～

（１）アクティブ・ラーニングの推進、世界に伍する教育体制の確立
◯ 持続可能な社会の実現が課題となっておることを踏まえ、国、地方公共団体、
学校は、体験型・課題解決型の学習を通じて、環境、貧困などの世界規模の課題
を自らの課題として捉え、地域活動など身近なところから取り組み、その解決に
向けて考え、他者とも力を合わせて行動できる人材を育成するための教育（ＥＳ
Ｄ、持続可能な開発のための教育）を推進する。
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（文部科学省 教育課程企画特別部会 論点整理 補足資料より）

教科横断的なカリキュラム
⇒ＥＳＤカレンダー（後出） 主体的・協働的に学ぶ

指導内容を相互の関係でとらえ、
教科横断的な視点で組織的に
配列

２ ＥＳＤの背景（だから今、ＥＳＤ） ＜１１＞

知っているだけでなく、どう
使い社会と関わるか
（知識の量から活用へ）

学びの量から質へ
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Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
レ
ン
ダ
ー
（
後
出
）

問題解決的な学習過程（ＥＳＤの手法も一つ）

（文部科学省 教育課程企画特別部会 論点整理 補足資料より）

２ ＥＳＤの背景（だから今、ＥＳＤ） ＜１２＞

指導内容を相互の関係でとらえ、
教科横断的な視点で組織的に
配列


